
空気アトマイズ模擬実験による
活性金属粉末製造の検討

大気中において、空気ジェットによるマグネシウム合金の粉末作製について検討し
ました。安定化のための特定の表面構造を推定しました。これにより安定性と焼結
性が両立できれば、粉末を出発材とする製造プロセスに有利と考えます。この技術
を基盤とした軽量部品の新開発が期待されます。

マグネシウム合金は活性な金属のため高価な不活性ガスが欠
かせず、さらに、粉化することは非常に危険で、避けられていまし
た。しかし、特定の表面構造を形成することで、安価で安定的
な粉末作製の可能性が示されました。



 岩岡拓，伊達賢治：模擬エアアトマイズ法によるマグネシウ
ム合金粉末の作製と評価，軽金属学会第 回春期大
会講演概要

従来技術に比べての優位性

今後の展開

本研究の一部は平成 年度受託研究により遂行されました。

研究成果に関する文献・資料

機械技術グループ 岩岡 拓

 高強度・難燃・耐熱マグネシウム合金等の粉末作製と焼結
性の課題の検討

 軽量性や制振性に優れるマグネシウム合金を用いた軽量部
品の原料粉末の開発

特徴

研究員からのひとこと
合金化をともなう原料粉末の開発にもつながる
技術になります。今後、技術の蓄積によって、
粉末からの部品化プロセスを検討していきます。

特許出願中

図 の粉末表面の酸素濃度から酸化の度合いが推
測できます。粉末は保存時間とともに表面が酸化し
ていきますが、 や を添加した合金粉末ではそれ
が抑制されていました。

図 含有マグネシウム合金粉末の 像
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図３ 粉末表面の安定構造の推定模式図

図 は安定的に空気ジェットで作製した 入り
マグネシウム合金粉末の観察像です。図 に示すよ
うに、 と からなる安定かつ焼結しやす
い構造であると推定しました。
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図 粉末表面の酸素濃度の保存時間の影響
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